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IT を活用したクラス IT を活用していないクラス 分散分析 多重比較
Ａ組 Ｂ組 Ｃ組 (TUKEY）
N=30 N=30 N=30
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 F(2,87) 結果
問題１ 6.03 1.83 4.53 2.22 4.33 2.63 5.11 ** A>B,C




式 6 12 9
計算 7 6 1

































































































活用したクラス→ B・IT を活用していないクラス→ C）
テスト B（IT を活用したクラス→ C・IT を活用してい











　まず、テスト A では、先に IT を活用した授業を行
った B組の平均点が高かった。クラス間の誤答を比較














のどちらも、テスト A の結果の平均値は、「IT 活用有
り」のクラスの方が有意に高い（知識理解 t=2.756, 




B 組　　N= ３5 C 組　　N= ３4
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差
テストＡ 67.6 22.4 51.7 22.4








測定するため、C 組のテスト A の得点結果から２０点
以下を下位層、２０点以上４０点以下を中位層、４０
点以上を上位層とし、IT を活用した学習の前後での
学習の効果を測定した（図７、図８）。
　その結果、【知識・理解】【表現・処理】どちらの観
点でも中位層、下位層の学力が有意に伸びていた。
　デジタルカメラで撮影し、見つけた形をクラス全体
で共有することによって自分の考えと比較し、探す視
点を明確にし、それが長方形、正方形、直角三角形の
意味をより深く理解することを促した。また、今回発
展教材として IT を活用した授業を展開したが、これ
が既習内容の復習となり、基礎・基本の定着を図った
学習にもなったと考えられる。
③問題解決過程における IT 活用
　２年生「かけ算」の事例と同様のパターンであるた
め、重複している部分は除き「長方形と正方形」の単
元で見られた点についてのみ述べることにする。
　この課題では、探し出した形が本当に長方形、正方
形、直角三角形であるかどうかを確認するところが難
しい。見つけた形をその場で確認することと合わせ
て、デジタルカメラで撮影し、さらにこれを印刷して
紙の上で確認するという方法をとったが、これも図形
を真正面から撮影しないと、実際とは異なる図形にな
ってしまうこともあり、正確な判定は難しくなる。し
かし、こうした確認の手続きを踏むことや、撮影した
形が変形してしまうことに気づくこと、あるいは変形
しないように撮影できるようになることも、学習とし
ては意味がある。算数科としての目標を超えて学ぶ要
素が多く含まれた学習活動なのである。
　例えば、玄関に敷いてあったマットは、直角三角形
が敷き詰められており、組み合わせ方によっては正方
形にも長方形にもなり、大きさも様々なものが含まれ
ている。最初は気がつかなくても、その写真を撮る過
程で気がついたり、印刷したものを見ることによって
気がつくこともある。デジタルカメラを通して身の回
りにある形を見つけ出す活動は、図形に対する理解を
深めるだけでなく、図形に対する感覚を養うことに寄
与したとも言えるだろう。
４　成果と課題
　二つの事例において、算数科の問題解決過程でデジ
タルカメラを活用する実践の効果が確認された。
　学習指導要領算数科第２学年２内容 A 数と計算
（３）アには、「乗法が用いられる場合について知り、
それを式で表したりその式をよんだりすること乗法の
意味について理解し、それを用いることができるよう
にする」とある。かけ算探しは子どもが身近な場所か
らかけ算が用いられる場面を探し出し、それを式に表
すことが課題であった。子どもたちは全員この目標を
達成できたといえる。
　学習指導要領算数科第３学年２内容Ｃ図形（１）の
「ものの形について観察や構成などの活動を通して、
基本的な図形について理解できるようにする」に関し
ても、目標は達成された。身の回りにある図形は頂点
が丸くなっていたり、子どもにとってよく見ないと正
方形や長方形になっていることがわかりにくいものも
ある。図形の構成要素に着目させながら正方形、長方
形、直角三角形の図形探しをさせることで、図形の構
成要素の理解の定着だけでなく、図形の敷き詰めや敷
き詰めによる新たな図形の発見につながっていった。
　一般的に行われている教科書を利用した授業との比
較では、同一のテストを行った結果、平均的が高くな
った。IT 活用有りと無しの授業の順序を入れ替えて
行った場合には、IT 活用有りの授業を後で行った方
が、得点の向上が顕著であり、特に下位層、中位層の
学力向上に寄与していることが明らかとなった。
　授業後に実施したアンケート調査の結果では、この
学習活動が「楽しかった」という意見が多かった。
その反面、「IT 機器を授業で活用してもしなくてもど
ちらでもいい。」という意見もあった。これは上位層
の子どもの意見である。テスト結果からもわかるよう
に、上位群の子どもたちは既にわかっていることを学
習していると考えられる。こうした子どもたちには、
図７　学習の効果の比較【知識・理解】
図８　学習の効果の比較【表現・処理】
算数科における IT 活用の効果に関する事例研究
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より発展的な内容を含んだ課題を設定したり、IT 活
用の経験を膨らませたりする授業設計が必要だろう。
　全体としては、授業中の子どもたちの様子から、興
味関心の高まりや、意欲の向上が見られた。さらに、
二つの学習後の子どもたちが授業場面以外でも、学習
を継続していたことが観察された。２年生の「かけ算
探し」では、子どもは教室の中でのかけ算探しはもち
ろんのこと、家やスーパーなど日常生活の中で見つけ
たかけ算について、子どもたちの会話の中で数多く聞
かれた。３年生の「長方形、正方形を見つけよう」で
は、校外学習に行ったときや登下校の途中で、長方
形、正方形、直角三角形を見つける姿が見られた。こ
れらの活動においては、IT の活用は確認されていな
いため、日常生活と算数と結びつけた課題を行ったこ
とが、興味関心を持続させた可能性はある。
　二事例とも、身近な場面からかけ算の場面や形を見
つける活動の中で、試行錯誤しながら「わかった」「で
きた」喜びを味わわせていくことができた。デジタル
カメラという IT の活用は、この活動をより焦点化し、
サポートする役割を担ったと考えられる。直接的な学
力向上の処方箋とは言えないかもしれないが、教科の
学習における IT 活用の一つの在り方を示したものと
考えている。
　子どもたちが、普段からデジタルカメラを活用して
いたことが、この実践の背景にある。例えば、国語科
での「今週のニュース」では、友達に伝えたいものを
友達にわかるように写真にとり、文章を書き加える学
習をしていった。また、一つのものをいろいろな方
向から写真を撮ることで見えるものが違うことを学習
し、観察する大切さを学習した。また、総合的な学習
の時間では学校の自然について調べたときに他の人が
写真を見てわかるように何を伝えたいのか考えさせな
がら写真を撮るように支援した。このように、デジタ
ルカメラを活用するときには自分の撮りたいものを撮
るだけでなく自分は何を伝えたいのか、また、それを
見た友達や他の人が見てわかるように工夫して撮るこ
とを継続して学習していったのである。
　教科の授業で、教科の目標を達成するためにデジタ
ルカメラを活用する場合には、既に子どもたちが抵抗
なく扱える道具になっている必要がある。一方、様々
な教科の授業でデジタルカメラを活用することによっ
て、子どもたちは、情報の収集、提示、共有等の情報
処理の道具としてより効果的に活用することも体験的
に学んでいくことができる。
５　おわりに
　IT 機器を活用した各教科の授業が展開されること
が多くなってきている。活用することによって学習の
効果が見られる場合もあるが、他の教具でも代用がで
き学習の効果が変わらないような活用や IT 機器を活
用することで子どもの思考を止めてしまうため、活用
しないほうが良い場合もある。
　この二事例のみで「IT 機器を活用すると学習効果
が上がる」とは言えない。算数科の学習を分かりやす
くするために IT 機器を活用する場合や、子どもの算
数的活動や数学的思考力を高めていくために活用する
場合がある。
　今後もデジタルコンテンツや IT 機器を一つの教材・
教具として認識し，IT 機器でしかできないような利
点を生かしながら、子ども達の知的好奇心を高めるこ
とができる授業について考察し続けていきたい。
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